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　60年という年月は、様々な出来事があり、次々に新しい
ものも生まれてきました。写真をみていると、当時の人々
の熱気やにぎわいが伝わってきます。
　これからも有田市は未来へ向けて一歩一歩あゆみを進め
ていきます。

昭和45年

昭和46年

昭和52年

昭和54年

昭和58年

昭和61年

昭和62年

平成元年

平成５年

平成７年

平成８年

平成９年

平成10年

平成14年

平成15年

平成20年

平成23年

平成25年

平成27年

平成28年

有田市民会館竣工
安諦橋歩道橋完成
箕島高校、選抜高校野球大会全国優勝

黒潮国体開催（ボクシング・ホッケー種目）
箕島高校、黒潮国体ホッケー優勝

箕島高校、選抜高校野球大会全国優勝
（２回目）
集団コレラ禍

箕島高校、選抜高校野球大会全国優勝
（３回目）
箕島高校野球部、史上３校目の春夏連続優勝
第１回紀文まつり

有田バイパス供用開始

市民憲章・市歌・市の花・市の木を制定

新市庁舎完成

文化福祉センター開設

市立病院増改築完工

有料指定ごみ袋によるごみ収集開始

市民球場完成

有田東大橋完成
ふるさとの川総合公園完成

有田中央大橋完成

完全学校週５日制実施

宮原跨線橋完成

有田みかん海道開通

台風12号襲来

箕島高校硬式野球部29年ぶり夏の甲子園出場
消防庁舎完成

紀の国わかやま国体開催（軟式野球種目）

地域交流センター（仮称）起工
国道42号有田海南間バイパス起工

かつて安諦橋には歩道橋が
設置されていました

黒潮国体炬火リレーの様子

コレラ発生時の消毒の様子 箕島高校硬式野球部春夏連覇

箕島高校硬式野球部の凱旋
箕島駅前はお祝いに駆けつけた人たちでいっぱいです

紀文まつり　梵天丸のパレード 完成した消防庁舎

紀の国わかやま国体
軟式野球大会

地域交流センター（仮称）
外観イメージ

きょ

がいせん

ぼん

こ
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　昭和29年９月に、箕島町、保田村、宮原村、糸我村が合併
して有田町となりました。そして約２年後の昭和31年５月、
市制を施行し、有田市が誕生しました。
　それから60年、人生でいえば還暦の年を迎えます。豊か
な自然に恵まれたこの地で紡がれてきた人々の営み。
　有田市に流れた時間を過去から現在までたどりました。

　昭和31年５月１日（火）、有田市は県下で
７番目、全国では501番目の市となりました。
　その日は、朝から雲ひとつない絶好の五月
晴れでした。
　まちの人々は、「いよいよ市になるのだ！」
という喜びと誇りにわきかえり、まちは祝賀
一色でした。

有田市制 ６０周年有田市制 ６０周年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年

昭和40年

昭和42年

昭和43年

市制施行

市立病院再建工事完工
「市立箕島病院」から
　　　　「市立病院」と改称

広報有田発刊
新市庁舎竣工

上水道工事完成、給水開始

第二室戸台風襲来

有田市・初島町合併調印

安諦橋竣工

有田市消防署開設

逢井トンネル竣工

紀勢本線、初島・箕島間複線化

市制施行の歓びにわく人の波

市立病院外観 広報有田第１号 市庁舎の外観
安諦橋の北詰に建っていました

昭和35年の海水浴場の様子
遠くに地ノ島が見えます

第二室戸台風後の辰ヶ浜の様子
台風の巨大さを物語っています

しゅん

よろこ
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人　口　29,578人（前月比－60人）
　男　　14,085人
　女　　15,493人
世帯数　11,897戸

有 田 市 の
人口世帯数

（平成28年4月1日現在）

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

直
接
送
付
し
ま
す
。
受
診
券
発
行
の
申
込

み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
７
３
ー
４
２
８
ー
６
６
８
８

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。（
４
月
末
〜
５
月
初
旬
）

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項
の
記
入
・

押
印
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
郵
送
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
福
祉
課
の
窓
口

で
も
受
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
公
民
館
へ
受
付
の
出
張
を

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
５
月
16
日
（
月
）
宮
崎
公
民
館

・
５
月
17
日
（
火
）
箕
島
公
民
館

・
５
月
19
日
（
木
）
初
島
公
民
館

・
５
月
20
日
（
金
）
中
央
地
区
公
民
館

・
５
月
23
日
（
月
）
宮
原
公
民
館

・
５
月
25
日
（
水
）
糸
我
公
民
館

・
５
月
27
日
（
金
）
保
田
公
民
館

・
５
月
31
日
（
火
）
港
町
公
民
館

※

公
民
館
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※

給
付
金
の
支
給
は
、
６
月
下
旬
か
ら
順
次

行
う
予
定
で
す
。

申
請
期
間
／
５
月
９
日（
月
）〜
８
月
９
日（
火
）

※

対
象
者
等
は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
い
た

だ
く
か
、
広
報
４
月
号
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
（
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
　

福
祉
課
（
内
線
２
８
９
）

問 問

実施日 健診場所 申込締切日

辰ヶ浜ふれあい
センター

６月４日（土）

６月10日（金）

６月15日（水）

６月21日（火）

５月25日（水）

５月30日（月）

６月２日（木）

６月９日（木）

保健センター

保田公民館

北原会館

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
に
第
４
次
長
期
総
合
計
画
を
策

定
し
、
10
年
間
の
将
来
目
標
と
施
策
の
大
綱

を
示
し
た
基
本
構
想
と
、
５
年
間
の
具
体
的

な
施
策
を
示
し
た
前
期
基
本
計
画
を
定
め
ま

し
た
。

　

こ
の
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
平
成

27
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
前

期
基
本
計
画
の
成
果
と
時
代
の
変
化
を
反
映

し
、
平
成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
３
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

　

今
後
５
年
間
、
こ
の
後
期
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

第
４
次
有
田
市
長
期
総
合
計
画

　
　
　
　

 

（
後
期
基
本
計
画
）
の
策
定

こども

スマイル
こども

スマイル
こども

スマイル
月生まれ５

７月生まれのお子さん（就学前）を募集しています
氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ
（50字以内）を添えて、お申込みください。
※応募多数の場合は抽選　
※宛先は裏表紙参照
申込方法／郵便・メール・持込
締切／５月31日（火）
　　　　秘書広報課（内線２０５）申・問

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

お誕生日おめでとう♪
いつもニコニコの朱里ちゃんでい
てね☆

榎本　朱里ちゃん（１歳）
えの もと あ か り

わが家の宝物の蒼ちゃん♡
その笑顔に、みんな元気をもらってま
す！生まれて来てくれてありがとう。

桑原　蒼空ちゃん（１歳）
くわ はら そう すけ

対
象
者
／
40
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

内
容
／
問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

対
象
者
／
満
40
歳
以
上
の
有
田
市
民

検
診
種
別
／
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胸
部
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　
℡
82
ー
３
２
２
３

基
本
検
査
項
目
／
問
診
、
計
測
（
身
長
、
体

重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
診
察
、
血
液

検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
代
謝
）、
検
尿

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の
追
加
検
査

項
目
／
貧
血
検
査
、心
電
図
検
査
、眼
底
検
査

自
己
負
担
額
／
無
料

※

窓
口
で
い
っ
た
ん
お
支
払
い
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

健
康
課
（
内
線
２
５
７
）

検
査
項
目
／
問
診
、
口
腔
診
断
、
口
腔
機
能

検
査

自
己
負
担
額
／
無
料

持
ち
物
／
保
険
証
・
受
診
券
・
受
診
票
（
問

診
票
）

実
施
場
所
／
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

※

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券
を

特
定
健
診

が
ん
検
診

医
科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

特
定
健
診
・
が
ん
検
診　

※

無
料

※受付時間／午前８時～９時
※事前に電話にてご予約ください。

ぜ
ひ
受
診
を
！

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　

 

（
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
）
の
申
請

く
う

問

問 申
・
問
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こ
の
度
、
政
府
が
進
め
る
地
方
創
生
人
材
派

遣
制
度
に
よ
り
、
有
田
市
を
将
来
に
向
け
て

も
っ
と
元
気
に
す
る
為
に
ス
ー
パ
ー
の
ダ
イ

エ
ー
か
ら
参
り
ま
し
た
。

　

ダ
イ
エ
ー
で
は
店
舗
と
本
社
の
両
方
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
市
役
所
も
ス
ー
パ
ー
の
仕

事
も
常
に
お
客
様
（
市
民
）
を
見
る
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
有
田
市
に
は
宝
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
を
も
っ
と
輝
か
せ

て
人
が
集
ま
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
進
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
地
方
自
治
や
教
育
、
福
祉
保
健
の
向
上
、
産
業
の
発
展
と
い
っ

た
市
政
振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
、
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
な
ど
に
尽
く
さ

れ
た
方
々
に
対
し
、
市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
特
別
功
労
者
４
名
、
功
労
者
13
名
４
団
体
、

計
17
名
４
団
体
で
す
。

平
成
28
年
度

平
成
28
年
度

特
別
功
労
表
彰

功　

労　

表　

彰

特
別
功
労
表
彰

功　

労　

表　

彰

栗
原　

益
男 

初
島
町
里

嶋
田　

光
雅 

箕
島

中
島　

幸
弘 

宮
原
町
東

則
松　

靖
昭 

初
島
町
浜

上
野
山
拓
司 

宮
崎
町

釆
女　

博
子 

新
堂

宇
野　

博
治 

星
尾

江
川
か
よ
子 

辻
堂

大
谷
真
理
子 

宮
原
町
新
町

﨑
山　

義
弘 

糸
我
町
西

嶋
田　

栄
人 

宮
崎
町

椿
原　

輝
生 

宮
崎
町

中
村　

育
生 

港
町

森
本　
　

秀 
箕
島

【
善
行
】

武
田　

昌
浩 

宮
崎
町

林　
　

光
子 

箕
島

脇
村　

吉
宣 

港
町

出
崎
め
だ
か
会

の
ぎ
く

福
寿
会

宮
原
郷
土
伝
統
芸
能
保
存
会

市
政
功
労
者
表
彰
受
賞
者

市
政
功
労
者
表
彰
受
賞
者

　

私
は
今
ま
で
総
合
内
科
と
感
染
症
診
療
に
関

わ
っ
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
は
地
域
に
根
差
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
っ
と
う
で
、
親
身
な
診
療
を
目
指

し
て
努
力
し
ま
す
。
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
内
科
に
赴
任
致
し
ま
し
た
竹

本
典
生
で
す
。
私
は
今
ま
で
和
歌
山
県
立
医
大

で
、
消
化
器
内
科
、
外
科
を
中
心
に
研
修
し
て

い
ま
し
た
。
内
視
鏡
検
査
や
、
手
術
を
将
来
的

に
専
門
に
診
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

出
身
は
、
近
隣
の
旧
下
津
町
で
、
幼
い
頃
は

箕
島
の
ニ
チ
イ
に
よ
く
連
れ
て
行
か
れ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
有
田
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

尽
力
し
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

向後　周一
ごこう しゅういち

（地方創生推進監・
　　経営管理部理事）

浅川　俊
あさかわ しゅん

（内　科）
竹本 典生
たけもと のり お

（内　科）

民
間
企
業
よ
り
派
遣
職
員
紹
介

職
員
を
紹
介
し
ま
す

職
員
を
紹
介
し
ま
す

職
員
を
紹
介
し
ま
す

市
立
病
院
新
任
医
師
紹
介

（
部
門
別
・
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

く
り

し
ま

た
け

う
え

は
ら

だだ

の
や
ま

ま
す

ひ
で

ま
さ

た
く

お

し
ま
だ

み
つ
ま
さ

な
か
し
ま

ゆ
き
ひ
ろ

の
り
ま
つ

や
す
あ
き

と

つ
ば
き
は
ら

て
る
お

な
か
む
ら

い
く
お

も
り
も
と

ひ
い
づ

ひ
ろ

は
や
し

み
つ
こ

わ
き
む
ら

よ
し
の
ぶ

で
ざ
き

か
い

ふ
く
じ
ゅ
か
い

み
や
は
ら
き
ょ
う
ど
で
ん
と
う
げ
い
の
う
ほ
ぞ
ん
か
い

じ

う
ね
め

ひ
ろ
こ

う

の

ひ
ろ
は
る

え
か
わ

こ

お
お
た
に
ま

り

こ

さ
き
や
ま

よ
し
ひ
ろ
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
１
日
（
水
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
も
、法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
（
内
線
３
４
６
）

　

市
で
は
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
青
少
年
を
育
成

問

す
る
こ
と
を
目
的

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ケ
ア
ン
ズ
へ

の
海
外
派
遣
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

期
間
／
８
月
16
日（
火
）〜
８
月
24
日（
水
）

募
集
人
員
／
10
名

対
象
者
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
中
学
校

へ
通
学
し
て
い
る
中
学
２
年
生

参
加
費
用
／
参
加
費
自
己
負
担
分
と
し
て

１
人
10
万
円

※

就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

は
免
除
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
①
市
内
中
学
校
に
在
学
中
の

生
徒
は
、各
学
校
を
通
じ
て
申
込
書
等

を
配
布
し
ま
す
。各
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。②
市
外
中
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
生
徒
は
、５
月
９
日（
月
）か
ら
教

育
委
員
会（
教
育
総
務
課
）に
て
申
込
書

等
を
配
布
し
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
５
月
19
日
（
木
）
必
着

　
　
　
　

教
育
総
務
課
（
内
線
２
９
３
）

　

60
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
仲
間
を
つ
く
り
、
活
躍

で
き
る
場
所
を
発
見
し
て
、
と
も
に
健
康

の
増
進
に
努
め
ま
せ
ん
か
？　

お
申
込
み

な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

有
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

℡
88
ー
２
７
５
０

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

相　
　

談

募　
　

集

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　
　
　

 

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

有
田
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

平
成
28
年
度

　

軽
自
動
車
税
（
全
期
）

　

納
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）
で
す
。

問

平成28年度の自治会役員が選出されましたので、お知らせします。（敬称略） ○市連合自治会長　●地区連合自治会長

問　防災安全課（内線２１８）新しい自治会長さんが決まりました

箕　

島

森本　悦司

福田　利雄

古田　　靖

坂本　優孝

古川　芳生

尾島　武夫

中川　義朗

山下須美子

樋上　敏久

池田　保之

神保　寿文

富山　晃行

喜多　和幸

山田　年宏

石井　勝治

木村　好一

戎子　憲作

志水　央昌

●

駅　前

本町

東

北

北新町

中

南

寺　町

福　島

赤　岩

東

出崎１

出崎２

中１

中２

新屋敷1

新屋敷2

芦原１

港

宮　

崎

中　

央

小林　保弘

菅田　義一

稲田　文夫

井上恵美子

中本　　満

北山　光昭

田中　　守

森下　善雄

岩本　弘道

梅本　正明

嶋田　　淳

谷口　禮造

古川　浩一

田中　喜三

尾藤　昭光

入澤　忠男

江川　広之

児嶋　陽徳

●

○

●

芦原２

芦原３

西の浜

新　川

港楚都浜

辰ヶ浜第1

辰ヶ浜第2

辰ヶ浜第3

辰ヶ浜第4

辰ヶ浜第5

辰ヶ浜第6

男　浦

矢　櫃

逢　井

小豆島

古江見

新　堂

野

港

保　

田

宮　

原

糸
我

森川　晴夫

上野山桂以

上野山三雄

上野山　寛

狗巻　吉明

中村　　豊

小池　重男

上山　常雄

宮本　直樹

宮本　広昭

生駒　正剛

宮井　美明

赤松　一男

久喜　勝博

瀧川　博治

國中　秀高

浦西　康人

嶋田　卓幸

●

●

山　地

千田西

野　井

佐　山

高　田

辻　堂

星　尾

山田原

下中島

新　町

須　谷

東

道

畑

滝

滝川原

地蔵堂

新　田

中
央

糸　

我

初　

島

生馬　俊寿

上田　貞人

石井　庸夫

大浦　　稔

山崎　和彦

橋中　　保

萬賀　行雄

綛田　裕利

西中　教高

南村　純一

脇村　憲司

中井　宏幸

中川　　且

北野　音弘

山本　勝弘

中村　　渡

脇村　重徳

●

●

宮　城

沖

堀　町

真　砂

西　里

里中央

弓　場

奥

北　原

南

上

砂　浜

本　町

北

新　田

中　野

脇　本

お知らせ

氏

名

住

所

中か
な

喜し
よ

弘ろ
ひ

箕

島

堤
み
つ
つ

敏し
と

明き
あ

港

町

栗り
く

山ま
や

勝つ
か

典り
の

宮
崎
町

大お
お

浦ら
う

常ね
つ

男お

西
町
我
糸

高か
た

垣き
が

明き
あ

子こ

道
町
原
宮

田た

中か
な

増す
ま

穂ほ

里
町
島
初

栗り
く

山ま
や

仁と
ひ

美み

宮
崎
町

宮や
み

本と
も

直お
な

樹き

下
中
島

申
・
問

ARIDA　2016. ５ ⑥

　

軽
自
動
車
税
を
納
税
通
知
書
に
よ
り
納
め

た
際
に
、
領
収
書
と
と
も
に
お
手
元
に
残
る

『
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）』

は
車
検
を
受
け
る
と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。（
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

６
月
中
旬
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
　

税
務
課
（
内
線
３
７
４
）

　

産
品
等
の
販
路
拡
大
活
動
に
お
け
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
及
び
個
人
事
業

主
、
又
は
農
業
者
・
漁
業
者
及
び
そ
れ
ら

で
組
織
さ
れ
る
団
体

補
助
対
象
事
業
／
平
成
28
年
度
内
に
完
了
す

る
も
の
で　

①
県
外
及
び
海
外
で
開
催
さ

れ
る
展
示
会
、
見
本
市
、
商
談
会
等
へ
の

出
展
事
業　

②
海
外
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
を
対
象
と
し
た
販
路
開
拓
事
業

※

補
助
事
業
者
が
企
画
・
参
画
す
る
展
示
会

等
や
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
展

示
会
等
又
は
販
売
を
主
目
的
と
す
る
物
産

展
等
へ
の
出
展
は
対
象
外

申
請
期
間
／
８
月
31
日
（
水
）
ま
で

※
予
算
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
の
で
、
先
着

順
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
１
）

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

有
田
市
販
路
開
拓
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

補
助
金
交
付
申
請

　

平
成
28
年
度
分
の
水
道
料
金
軽
減
に
つ
い

て
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
書

を
水
道
事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、

月
に
７
０
０
円
還
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
／
前
年
度
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・
２
級
、

療
育
手
帳
の
Ａ
１
・
Ａ
２
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か

を
お
持
ち
の
世
帯

締
切
／
12
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

水
道
事
務
所　

℡
83
ー
２
１
４
１

　
「
も
し
も
ノ
ー

ト
」
と
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た

ノ
ー
ト
で
す
。

　

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
関
係
機
関

で
の
情
報
共
有
や
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
『
生
き
方
』
に
つ
い
て
考
え

る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

　

内
容
は
、
高
齢
介
護
課
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
能
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
介
護
課
（
内
線
２
３
９
）

水
道
料
金
の
軽
減
申
請

も
し
も
ノ
ー
ト

問

問

申
・
問

申
・
問

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
の
請
求
受
付
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
等
）が
い
な
い
場
合
に
、次
の
順
位
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

　

②
戦
没
者
等
の
子

　

③
戦
没
者
等
の
（
１
）
父
母
（
２
）
孫
（
３
）

兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

　

④
右
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容
／
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

受
付
場
所
／
福
祉
課
民
生
係

請
求
期
間
／
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）ま
で

　
　
　
　

福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

　

市
内
全
域
（
矢
櫃
・
逢
井
地
区
を
除
く
）

に
お
い
て
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
設

置
が
完
了
す
る
浄
化
槽
を
対
象
に
、
補
助
金

交
付
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
み
な
し
浄
化
槽
（
単

独
浄
化
槽
）
か
ら
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
撤

去
費
用
に
対
し
て
補
助
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

補
助
対
象

　

①
市
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

　

②
設
置
者
が
居
住
す
る
た
め
の
建
物

　

③
の
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
設
置
者
の

　
　

居
住
す
る
た
め
の
建
物

補
助
金
額

　

５
人
槽
・
・
・
・
・
３
３
２
，
０
０
０
円

　

６
〜
７
人
槽
・
・
・
４
１
４
，
０
０
０
円

　

８
人
槽
以
上
・
・
・
５
４
８
，
０
０
０
円

※

み
な
し
浄
化
槽
の
撤
去
を
伴
う
と
き
は
、

　

撤
去
に
要
す
る
費
用
又
は
９
０
，
０
０
０

　

円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
加
算
。

受
付
締
切
／
11
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

果
樹
共
済
は
、
掛
け
金
の
半
分
を
国
が
負

担
し
、
農
家
の
皆
様
が
自
然
災
害
な
ど
で
受

け
た
損
害
を
補
填
す
る
公
的
保
険
制
度
で

す
。
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
６
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
中
部
農
済
本
所　
℡
63
ー
５
１
２
１

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

補
助
金
交
付
申
請

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
よ
り

申
・
問

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター… 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

お
知
ら
せ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付

お
い

め
い

申
・
問

ほ

て
ん

申
・
問



⑨ ARIDA　2016. ５ 平成27年度　有田市人権啓発標語入選作品 小学生の部　「だれにでも　いつも持ちたい　思いやり」

Arida Information ～有田市からのおしらせ～

広告

　市民のみなさんの体力向上と交流を図ることを目的とし、
第40回有田市民総合スポーツ大会を５月から秋にかけて開催
します。今回は新たにラグビー競技が加わり、さらに活気あ
ふれるイベントとなっています。
　みなさん、日頃の練習の成果を思う存分
発揮しましょう！

第40回有田市民総合スポーツ大会開幕！イベント

総合開会式

有田市民総合スポーツ大会競技日程

日時／５月８日（日）
午前８時～

場所／有田市民体育館

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

日　　　　程
　6／5（日）

8／28（日）・9／3（土）

5／8（日）・5／15（日）

5／29（日）

5／8（日）

中高一般：5／8（日）   Ｊｒ：5／14（土）

6／5（日）

5／15（日）

6／4（土）・6／5（日）

6／12（日）

5／28（土）

6／24（金）

5／8（日）

5／8（日）

5／8（日）

6／4（土）

8／28（日）

11月予定

競　　技
陸 上 競 技

少 年 野 球

軟 式 野 球

バドミントン

卓 　 　 球

ソフトテニス

テ  ニ  ス

ソフトバレー

バレーボール

ホ ッ ケ ー

サ ッ カ ー

ゲートボール

剣 　 　 道

柔 　 　 道

空  手  道

少 林 寺 拳 法

水 　 　 泳

ラ グ ビ ー

会　　　　場
箕島中学校グラウンド

ふるさとの川総合公園　多目的運動場

マ ツ ゲ ン 有 田 球 場

有 田 市 民 体 育 館

初 島 中 学 校 体 育 館

初　島　庭　球　場

初 島 庭 球 場

有 田 市 民 体 育 館

有 田 市 民 体 育 館

有 田 市 民 体 育 館

ふるさとの川総合公園　球技場

滝川原ゲートボール場

有 田 市 民 体 育 館

箕 島 中 学 校 武 道 場

保 田 小 学 校 体 育 館

港 小 学 校 体 育 館

有 田 市 民 水 泳 場

ふるさとの川総合公園　球技場

問　生涯学習課（内線２２０）

ARIDA　2016. ５ ⑧「おもいやり　笑顔の扉を　開こうよ」

を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
、
任
期
は
２
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
自
身
・
ご
家
族
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
健
康
推
進
員
と
し
て
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
・
場
所

○
第
１
回
（
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

７
月
６
日
（
水
）・
７
月
20
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

○
第
２
回
（
有
田
振
興
局
）

　

８
月
４
日
（
木
）・
８
月
25
日
（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※

ど
ち
ら
か
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
や
地
域

活
動
に
関
心
の
あ
る
方

締
切
／
５
月
31
日
（
火
）

　

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　
℡
82
ー
３
２
２
３

　

近
年
火
災
発
生
件
数
は
年

々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

最
近
本
市
に
お
い
て
電
気
に
よ

る
火
災
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
設
置
か
ら
30
年
以
上
経
過
し

た
電
気
配
線
か
ら
出
火
し
た
も
の
で
し
た
。

　

電
気
配
線
が
古
く
な
る
と
、
傷
ん
で
い
た

り
劣
化
し
て
固
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、電
気
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
相
当
年
数
経
過
し
た
建
物
に

設
置
さ
れ
た
配
線
の
点
検
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

消
防
本
部　

℡
83
ー
３
１
２
０

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
み
を

分
別
し
て
指
定
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
と
混
合
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル

が
可
能
な
も
の
で
す
。
他
の
ご
み
と
混
合
し

て
し
ま
う
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を
指
定

袋
に
い
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
に
は

「
お
願
い
シ
ー
ル
」
を
貼
り
、
ご
み
置
き
場

に
残
す
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
関
連
で
シ
ー
ル
を
貼
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
正
し
い
分
別

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、キ
ャ
ッ

プ
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
、

か
る
く
水
で
す
す
い
で
か
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
お
話
を
聞

い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
各
公
民
館
の
育
児

サ
ー
ク
ル
の
時
に
、育
児
教
室
を
開
き
ま
す
。

時
間
／
午
前
10
時
〜　

内
容
／
市
消
防
に
よ
る
救
急
処
置
の
お
話

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
・
乳
幼
児
の
人
工
呼
吸

の
仕
方
・
応
急
処
置
（
鼻
血
・
虫
刺
さ
れ
・

や
け
ど
な
ど
）
の
仕
方

・
５
月
17
日
（
火
）　

宮
崎
公
民
館

・
５
月
23
日
（
月
）　

箕
島
公
民
館

・
５
月
24
日
（
火
）　

保
田
公
民
館

・
５
月
25
日
（
水
）　

宮
原
公
民
館

・
５
月
26
日
（
木
）　

初
島
公
民
館

・
６
月
１
日
（
水
）　

中
央
地
区
公
民
館

・
６
月
６
日
（
月
）　

港
町
公
民
館

・
６
月
７
日
（
火
）　

糸
我
公
民
館

　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
83
ー
１
４
７
０

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

混
ぜ
な
い
で

問

問

問

募
　
　
集

応
募
職
種
・
人
員
／
臨
時
介
護
補
助
員
・
３
名

勤
務
地
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
潮
光
園

職
務
内
容
／
潮
光
園
利
用
者
の
介
護

雇
用
期
間
／
〜
９
月
30
日
（
金
）

申
込
受
付
／
随
時　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
を
除
く
）

試
験
場
所
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

潮
光
園

試
験
内
容
／
面
接

　

申
込
方
法
や
勤
務
時
間
・
待
遇
等
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

潮
光
園

℡
63
ー
３
３
８
１

　

健
康
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
、

行
政
と
市
民
を
つ

な
ぐ
健
康
推
進
員

を
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
、

ご
自
身
が
健
康
で

あ
る
た
め
に
、
各

種
健
診
を
受
け
、
健
康
づ
く
り
活
動
や
健
康

教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て

ご
自
身
が
得
た
知
識
や
経
験
、
健
診
の
大
切

さ
を
ご
家
族
や
地
域
住
民
に
伝
え
る
こ
と

で
、
有
田
市
全
体
の
健
康
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
36
名
の
健
康
推
進
員
が
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
推
進
員
に
な
る
に
は
、
養
成
講
習
会

潮
光
園

　
　 

臨
時
職
員
（
介
護
補
助
員
）
募
集

健
康
づ
く
り
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　 

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

啓
　
　
発

電
気
火
災
に
ご
注
意
！

教
　
　
室

育
児
教
室

申
・
問

養
成
講
習
会

街頭啓発の様子

経済センサスキャラクター

全国すべての事業所・企業
のみなさまが対象です。　
調査へのご回答をよろしく

お願いします。

経営企画課（内線３２２）問

６月１日

５月11日（水）オークワ箕島店
午前10時～正午・午後１時～４時30分 問　保健センター

　　℡ 82- ３２２３

献血へ
行こう！

申
・
問



⑪ ARIDA　2016. ５

広告

龍谷大学生持ち込み企画2016　～はじまりのごあいさつ～

手づくりの飾りつけで
会場の雰囲気もほっこり

　

こ
ん
に
ち
は
、
京
都
に
あ
る
龍

谷
大
学
の
深
尾
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

す
。
春
に
な
り
学
年
が
変
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を

担
当
さ
せ
て
も
ら
う
代
も
変
わ
り

ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、

週
に
一
回
ラ
ジ
オ
の
放
送
も
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
１
年
間
有
田
市
の
皆
様
と

協
力
し
て
こ
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

　

代
替
わ
り
し
て
初
の
活
動
と
し

て
３
月
19
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
到
着
し
、
中
に
入
る
と
た

く
さ
ん
の
参
加
者
の
方
々
が
到
着

し
て
い
て
、
思
っ
て
い
た
よ
り
多

く
の
人
が
参
加
し
て
い
た
の
で
、

「
す
ご
い
な
！
」
と
思
っ
た
の
が

素
直
な
感
想
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
第
一
部
と
第
二
部
に
分
か
れ

て
お
り
、
第
一
部
で
は
お
天
気

キ
ャ
ス
タ
ー
の
正
木
明
さ
ん
の
講

演
会
。
第
二
部
の
意
見
交
換
会
で

は
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
意
見
交
換
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
い
た

テ
ー
ブ
ル
で
は
地
域
の
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は
、
昔

と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
自
然
も

な
く
な
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
も

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
実

家
が
奈
良
県
の
生
駒
市
に
あ
り
、

そ
こ
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
な

と
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
違
う
の
は
有
田
市
は
人

口
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
に
対
し

て
、
生
駒
市
は
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
間

で
の
つ
な
が
り
が
乏
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
共
通
の
悩
み
が

あ
る
一
方
で
、
人
口
の
増
減
に
よ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
が
あ
る
と
い

う
話
を
楽
し
く
真
剣
に
話
し
合
う

場
で
し
た
。
ま
っ
た
く
違
う
場
所

か
ら
来
た
私
の
地
元
の
話
に
も

し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ

り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
魅
力
を
発
見
・
発
信
！

　

有
田
市
は
空
気
が
き
れ
い
で
、

山
が
あ
り
海
が
あ
る
自
然
豊
か
な

場
所
だ
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
訪
れ
て

み
る
と
、
実
際
そ
の
通
り
で
学
校

の
あ
る
京
都
に
比
べ
て
空
気
が
澄

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
私
た
ち
は
何

度
も
有
田
市
に
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

方
々
と
出
会
う
中
で
、
有
田
市
の

魅
力
を
私
た
ち
な
り
に
見
つ
け
て

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
訪
れ
た
い

ま
ち
」「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」

有
田
市
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
市
民
に
と
っ
て
は
〝
当
た
り
前
〞
だ
け
れ
ど
私
た
ち
に
と
っ
て
は

〝
魅
力
的
〞
な
コ
ト
や
モ
ノ
を
み
つ
け
た
い
！
」
そ
ん
な
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
龍
谷
大
学
生
に
よ
る
持
ち
込
み
企
画
。
昨
年
度
は
『
有
田

市
縁
側
発
見
新
聞
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
市
民
の
方
に
取
材

を
し
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
も
引
き
続
き
、
代
替
わ
り
を
し
た
新
し
い
学
生
メ

ン
バ
ー
に
有
田
市
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
発
見
・
発
信
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

第
１
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
は
有
田
市
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

く
為
に
「
有
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
の

抱
負
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

有
田
上
陸
!!

有
田
上
陸
!!

有
田
上
陸
!!

左から

山本龍、日比野雅也、山村薫、牧野辰也

ふ
か

お

ま
さ
き
あ
き
ら

まき　の　たつ　や　ひ　び　の　まさ　や やまむらかおるやまもとりゅう

お詫びと訂正 広報４月号に掲載しました記事の中に誤りがございましたので、次のとおり訂正します。
□　有田市少年少女合唱団「ティンクル」　　□　有田少年少女合唱団「ティンクル」
謹んでお詫び申し上げます。　
誤 正 ARIDA　2016. ５ ⑩
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宮地　尚子／著　　福音館書店

　結婚後の悩みやとまどいなど、
多くの患者さんの相談に応じて
きた精神科医の作者が、自身の
経験を交えて、子育てのアドバ
イスを送る。

図書館　℡82ー３２２０

★児童書・大型絵本・地域資料など
　　　たくさんの本を購入しました★
★児童書・大型絵本・地域資料など
　　　たくさんの本を購入しました★

『夏休みの秘密の友だち』
「シノダ！」シリーズ

『夏休みの秘密の友だち』
「シノダ！」シリーズ

「ははがうまれる」

問

　国の交付金を活用し、児童
書・大型絵本・地域資料など、
多くの図書を購入しました。
　学習や知識の向上、絵本の
読み聞かせなどに、ご利用く
ださい。

　この本は学校で配られる図書だよりに紹介されてい
て、読んでみようと思いました。
　内容は、ユイとタクミの姉弟が夏休みにおばあちゃ
んちに遊びに行き、そこでキツネのお面をかぶった男
の子と出会うお話です。
　私の大好きなシーンは、アイスを食べたことがない
キツネのお面の男の子に、ユイがアイスをあげる場面
です。男の子は初めてのアイスに感動します。ユイの
優しさがすごく感じられたシーンでした。

問　市立病院　℡82－２１５１Hospital TopicsHospital Topics

新　着　図　書新　着　図　書

読んでみて★読んでみて★
とみ やす よう こ

富安　陽子／著

髙垣 詩織ちゃん（糸我小・６年生）

　
　

医
務
課

■
内
科
外
来

　

４
月
よ
り
内
科
常
勤
医
は
白
井
聖
一
医

師
・
竹
本
典
生
医
師
に
加
え
、
浅
川
俊
医

師
・
佐
藤
匡
医
師
が
着
任
さ
れ
４
名
体
制

と
な
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
信
頼
さ

れ
る
医
療
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

■
整
形
外
科

　

４
月
よ
り
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
か

ら
、
火
曜
日
は
髙
見
正
成
医
師
、
木
曜
日

は
宮
本
選
医
師
が
外
来
診
察
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。

■
眼
科
外
来

　

毎
週
木
曜
日
、
眼
科
で
診
察
・
白
内
障

手
術
を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
担
当
医

師
の
異
動
等
に
伴
い
、
４
月
か
ら
は
、
和

歌
山
県
立
医
科
大
学
か
ら
の
応
援
医
師
が

交
代
で
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

■
産
婦
人
科
外
来

　

４
月
か
ら
、
産
婦
人
科
外
来
の
診
察
日

が
火
曜
日
、
水
曜
日
と
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
小
児
救
急
受
入
れ
開
始

　

小
児
救
急
受
入
れ
を
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
の
期
間
、
月
〜
木
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
の
間
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

総
合
受
付

※

そ
の
他
の
診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

問 担
当
医
が
変
わ
り
ま
し
た

担
当
医
が
変
わ
り
ま
し
た

あ
さ

た
け
も
と
の
り

お

さ
と
う

な
り

み
や
も
と
え
ら
ぶ

ま
さ

み

た
か

ま
さ
し

か
わ
し
ゅ
ん

し
ら

い

き
よ
か
ず

たか がき し おり

みや じ なお こ
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広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

　宮原小学校の校長先生が卒業式の式辞のなかで、
為末大元オリンピック選手が以前に当校を訪れた際
に、「競技人生の前半、努力は夢を叶える為にある
と思ってきたけれど、30歳を過ぎたいつの頃からか、
努力する為に夢を見ていると思うようになった。」
と話されたことに触れられていました。
　夢を持つことが大切であるのは、誰もが理解して
いるところですが、それ以上に、日々の努力や輝き
こそが人生を送るうえで大切にしたいものであると
いう、この言葉の意義に私も強い共感を抱きました。
つまりは、過去も未来も実のところは、現在に繋がっ
ているのではないでしょうか。
　昭和28年７月18日に有田川の大水害が発生し、多
くの尊い命が失われました。その翌年の昭和29年９
月19日、箕島、保田、宮原、糸我の１町３村は復興
の課題を抱え、町村合併を選択し有田町が誕生しま

した。その後、人口が
市制施行基準の３万人
を超え、昭和31年５月
１日に有田市として市
制に移行し、昭和37年
には初島町と合併し、
今日に至っています。
　今月、市制施行60年を迎えますが、改めて先人の
弛まぬ努力に対して感謝の念を抱き、これからの未
来に対する責任を果たしていかなければならない重
責を感じています。この先、有田市が世界に誇れる
まちとなり、誰しもがそのように実感し、認め合う
地域になることを願い、日々の一瞬一瞬を大切にし
ながら、皆様とともに歩を進めてまいりたいと思い
ます。
 有田市長　望月 良男

みんなでわいわ
い♪みんなでわいわ
い♪

みんなでわいわ
い♪

有田市まち・ひと・しごと創生シンポジウム有田市まち・ひと・しごと創生シンポジウム有田市まち・ひと・しごと創生シンポジウム
①正木明さん②有田日和しゅ
わっを使ったジュースでお
もてなし③みんなで話合い

　　　3月19日（土）、約160名の方が文化福祉センター
　　に集まりました。
　第１部では、お天気キャスターの正木明さんによる講演
会を行いました。そして、わいがや娘の会による大型紙芝
居や有田産のマンゴー、ブルーベリーを使ったパンや「有
田日和しゅわっ」を使ったジュースでのおもてなしでリ
ラックスしたあと、第２部では、子育て意見交換会を開催。
各テーブルで“子どもを地域で育むために私たちができる
こと”をテーマに、意見を交わし、子育てに与える地域の
力の重要性を皆さんで共有しました。

まさ き あきら

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。
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ためすえだい
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